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抑うつ状態、アポリポタンパク E の ε4 アリルの有無なども評価した。抑うつ状態は老年期うつ病評価





時間のプログラムを月に 6 回、計 2 年間行った。参加者は自宅でもその体操を毎日するよう求められ、
その他の運動も含めて記録をつけ、その記録を基に 1 日の平均運動介入量を算出した。解析は




Complementary Log Logモデルを用いた共変量を調整しない解析では、栄養・運動介入ともに AD予防効
果が認められた。栄養介入のハザード比（HR）は、内服 1000錠毎に 0.65（95%信頼区間 [CI] 0.45-0.83, 
p=0.004）であった。運動介入では毎日の運動 10kcal毎の HRは 0.79（95%CI 0.61-0.96 p=0.04）であ
った。共変量を全て投入した調整後のモデルでも栄養介入の予防効果は同様に認められ、その HRは 0.69 



















平成 26 年 12 月 17 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
 -２
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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